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〔論説〕

被災地支援で見えてきた課題の共有
～日本看護協会と都道府県看護協会における災害支援体制について～

石岡　基江１）

１）社団法人青森県看護協会事業課長
Aomori Nursing Association

Ⅰ．はじめに
　看護協会における「災害時支援ネットワークシステ
ム」とは、国内で大規模災害が発生した場合、被災都
道府県看護協会の要請により、都道府県看護協会に「災
害支援ナース」として登録している看護職を、都道府
県看護協会と日本看護協会が派遣調整した上で、被災
地に派遣するシステムである（図 1 参照）。今回このシ
ステムを活用し災害支援ナースを派遣したので、その
活動内容と課題を報告する。

Ⅱ．取り組み
　日本看護協会と都道府県看護協会の「災害時支援ネッ
トワークシステム」を通じて、延べ 3,770 人の災害支援
ナースを岩手県、宮城県、福島県に派遣した（図 2 参照）。
　青森県も被災県であったため、発生当初は青森県健
康福祉部医療薬務課と連絡を取り合い、県内支援の必
要性を模索したが、要請がないと分かった時点から県
外支援を行うこととした。日本看護協会や近隣県看護
協会と連絡・調整をとり合った結果、最終的には岩手
県山田町の避難所 2 か所に、4 人 1 組で 4 回、合計 16
人の災害支援ナースを派遣した。
　
Ⅲ．活動内容
　避難所になっていた小学校と福祉施設の 2 か所を 2
名ずつで担当し、主に夜間に看護ケアを行った。直接
的な看護ケアに留まらず、環境整備や支援ナース引き
継ぎに必要なマニュアル類の作成等、幅広い活動を行っ
た。
　具体的には、被災者の急病への対応、介護支援等の
他に、「次の支援ナースのために、業務手順を作成した」、

「インフルエンザ、肺炎予防対策のポスター作成。外出
時うがい薬を持参するよう指導した」「湿度が低いため、
加湿器を設置してもらえるよう働きかけた。洗面台に
お湯を張ったり、濡れタオルを干す等の工夫をした」「地
域で暮らしている方達を訪問し、健康チェックを行っ
た」「自転車を借りて、物資を調達し地域へ届けた」「排

泄物やおむつの処理、汚物入れの改善を行った」「認知
症で不穏・不眠の方に添い寝をした」など様々であった。
最後の第 4 陣からは、今後、多くの医療スタッフが撤
退するため、「被災者一人ひとりが自分で健康管理がで
きるようポスターを作成した」ことが報告され、夜間
の支援がなくなる避難所の入所者や家族を気遣う言葉
が聞かれた。避難所の担当者が不在の中、他の医療チー
ムやスタッフと進んで連携を取りながら、課題・問題
への対応、改善に取り組んだ。

Ⅳ．課題
１．正しい情報をいち早く得る体制を強化する。
２．県外への災害支援ナース派遣については、日本看

護協会や青森県看護協会の災害支援要綱・マニュ
アル・ネットワークシステム等を見直し充実する。

３．日本看護協会ネットワークシステムに、全国をブ
ロック別に分けて支援するシステム導入を提案す
る。

４．日本看護協会との検討課題に、現地でリーダー的
役割を担うコーディネーター養成の必要性を提案
する。

５．県内支援が必要な時のために、青森県健康福祉部
との連携・協力体制を構築する。

６．他都道府県からの災害支援ナース受け入れ態勢を
構築する。

７．県内支援に関しては、青森県四師会等関係団体と
連携・協力できるシステムを構築する。

８．青森県看護協会災害支援要綱・マニュアルを見直
しするとともに、青森県地域防災計画の中に協力
団体として位置づけられ県内支援がすみやかにで
きるようにする。

９．引き続き、災害支援ナース登録者の拡大に努める。
10．災害支援ナース登録要件の標準化、登録更新制度

の導入等登録の制度化の検討、派遣調整手順の整
備、災害支援ナースの派遣時の労務上の扱い、支
援後の心身のフォローについて検討していく。
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Ⅴ．おわりに
　青森県看護協会では、一昨年より災害支援に関する要
綱やマニュアルの見直しを行い、支援ナースの確保に取
り組んできた。会長・役員が直接病院を訪問し、支援ナー
ス登録の要請を行う等して、平成 23 年 3 月の時点では
登録者が 37 名であったが、災害発生と共に支援ナース
に関する問い合わせが続き、4 月末 52 名、1 年後の平成

24 年 3 月末には 91 名となった。災害支援ナースの認知
度が高まり、災害支援活動に対する理解が深まったもの
と考えられる。今後は、登録した災害支援ナースに対す
る定期的な研修実施等のフォローアップが必要である。
　この度の貴重な体験・学びを今後に活かして参りたい
と思います。最後に、災害支援に御協力いただきました
多くの皆様に感謝申し上げます。
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図１　日本看護協会災害支援ネットワークシステム
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図２　東日本大震災における日本看護協会と全国都道府県看護協会の派遣状況


